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６
月
10
日
（
火
）
、
玖
珠

地
区
防
犯
協
力
会
・
玖
珠
地

区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

か
ら
な
る
玖
珠
地
区
自
主
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
武
石
和

正
会
長
）
合
同
の
研
修
会
を

開
催
し
、
玖
珠
警
察
署
生
活

安
全
課
長
の
末
綱
淳
氏
よ
り
、

玖
珠
警
察
署
管
内
に
お
け
る

犯
罪
の
発
生
状
況
な
ど
の
講

話
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
犯
罪
を
お

こ
さ
せ
な
い

た
め
に
は
、

家
・
車
に
は

必
ず
鍵
を
か

け
る
。
万
引

き
、
自
転
車

泥
棒
な
ど
の

少
年
非
行
に

つ
い
て
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
な
ど
の

協
力
の
下
教
育
を
し
て
ほ
し

い
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

は
、
子
ど
も
見
守
り
活
動
と
、

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
に

よ
る
非
行
防
止
活
動
、
防
犯

協
力
会
機
動
隊
の
青
色
回
転

灯
装
備
車
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
を
行
い
、
地
域
の
防

犯
意
識
の
向
上
に
向
け
た
活

動
で
、
「
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

(

くすふれ愛だより７月号

-２-

６月４日（水）に塚脇小学校（金粕素子校長）

の体育館で対面式を行いました。

パトロール隊の隊員50数名を前に、全校児童が

通学路を同じとする自治会ごとに整列し、金粕校

長先生から「パトロール隊の方々は、児童の皆さ

んの安全な登下校が行われるようボランティア活

動をしてくれています。隊員の方々に感謝しなが

ら、気をつけて下校してください。」とお礼を兼

ねて挨拶されました。

また、武石和正パトロール隊長が、「皆さんが

安心して安全な登下校ができる環境づくりを目指

した活動を行っていきます。」と挨拶。本年度１

年間、児童の皆さん方の登下校の安全を祈念した

後、児童とパトロール隊は、下校の方面を同じと

する自治区ごとに隊列を組み、通学路の安全を確

認しながら帰路につきました。

自主防犯パトロール隊と
塚脇小児童～対面式

安
全
確
認
を
し
な
が
ら
児
童
と

帰
る
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員

対
面
式
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
と
児
童

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

合
同
研
修
会

開
催

表

彰

玖
珠
地
区
自
主
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
員
の
矢
野
仁
視
さ
ん

（
大
隈
中
島
）
が
、
防
犯
功
労

者
と
し
て
玖
珠
郡
防
犯
協
会

連
合
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。矢

野
さ
ん
は
、
水
曜
日
の
子

ど
も
見
守
り
活
動
に
毎
週
参

加
し
て
下
さ
っ
て
お
り
、
そ
の
活

動
は
６
年
に
及
び
ま
す
。
「
（
活

動
）
出
来
る
人
が
出
来
る
と
き

に
し
て
い
る
だ
け
。
」
と
矢
野
さ

ん
。
毎
週
の
見
守
り
活
動
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

60
名
が
参
加

講
師
の
末
綱
氏


